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ターゲット２　「強靱とくしま・安全安心」の実装　

【重点戦略４】

みんなで守り育てる！「安全安心な地域づくり」の推進

主要事業

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

判定
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

257 2-4-２ 126

● 「徳島県自殺対策基本計画」に基づき、行政及び民間団体
における相談機能の強化・連携体制の充実や、「徳島県自

殺予防サポーター」（ゲートキーパー※、傾聴ボランティア
など自殺予防、傾聴の研修受講者）の更なる養成に努める
など、県民総ぐるみで地域における自殺対策の推進を図り
ます。
＜保健＞

推進

C

● 「徳島県自殺対策基本計画」に基づき、行政及び民間団
体における相談機能の強化・連携体制の充実や、「徳島

県自殺予防サポーター」（ゲートキーパー
※

、傾聴ボラン
ティアなど自殺予防、傾聴の研修受講者）の更なる養成
に努めるとともに、自殺統計データやICTを活用し、地
域の特性に応じた具体的な取組を強化するなど、県民総
ぐるみで地域における自殺対策の推進を図ります。＜保
健＞

推進

　○自殺死亡率（人口10万人当たり自殺者数）
　　　('17) 16.4→('22) 13.0以下 13.0以下 13.0以下 13.0以下 13.0以下 15.4 29%

　○自殺予防サポーター数（累計）
　　　('17) 32,750人→('22) 53,000人 41千人 45千人 49千人 53千人 43,973人 100%

258 2-4-２ 126

● 地域の絆を深め、地域で支え合う環境の充実を図るため、
子どもや高齢者、障がい者などが集う「ユニバーサルカ
フェ（多世代交流・多機能型）」の普及促進を図ります。
（再掲）＜未来＞

推進
A

　○ユニバーサルカフェ（多世代交流・多機能型）
　　認定箇所数（累計）
　　　('17) 9箇所→('22) 20箇所 14箇所 16箇所 18箇所 20箇所

16箇所 100%

259 2-4-２ 126

● 地域における生活保護受給者等の自立を促進するため、
生活保護受給者等就労自立促進事業等を展開するととも
に、自立相談支援機関等に「アウトリーチ支援員（仮
称）」や「企業開拓員（仮称）」を配置し、相談支援体
制の充実を図り、関係機関連携の下、生活保護になる前
の段階において、生活困窮者の就労自立等を促進しま
す。＜保健＞

推進

C

　○生活保護世帯のうち働くことのできる
　　「その他世帯率」
　　　('17) 9.3％→('22) 8.5％ 8.9% 8.8% 8.7% 8.5%

9.2% 25%

新規

  ○生活困窮者自立相談支援機関における
　  「支援プラン策定件数」
　　  ('17) 62件→('22) 90件 80件 90件

260 2-4-２ 126

● 認知症高齢者、知的障がいや精神障がいなどで判断能力が
十分でない方々の財産管理と身上監護にも配慮した成年後
見制度の利用を促進するため、市町村が実施する専門的助
言や地域連携ネットワークのコーディネートを行う中核機
関の設置などに対する支援を行い、関係団体等との連携・
協働による権利擁護支援を総合的に推進します。＜保健＞

推進

－ 保健

261 2-4-２ 127

● ひきこもり状態にある本人や家族の社会的参加を促進する
ために、医療、福祉、教育等専門職、大学院生等を対象と
した「ひきこもり支援サポーター」を養成するなど、ひき
こもりに関する相談体制を充実するとともに、新たに「サ
テライト相談拠点」を設置し、相談業務や支援ネットワー
ク、居場所づくりの推進・強化に取り組みます。＜保健＞

推進

A

　○ひきこもり支援サポーター登録者数（累計）
　　　('17) 83人→('22) 130人 100人 110人 120人 130人 99人 99%

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

「自殺対策総合大綱」において、自殺死亡率の数値目標をR8
までにH27と比べて30％以上減少させ、「13.0以下」とすること
が示されているが、徳島県はH30に全国平均値よりも低い数値
(12.0）となっている状況を踏まえ、数値目標をR5の計画見直し
まで「13.0以下」を維持することを目標としており、目標達成に
向け取組の充実・強化を図ることとする。
数値目標達成のために、「徳島県自殺対策基本計画」に基づ
いた取組を継続すると共に、自殺統計データを活用し、増加傾
向にある対象や原因・動機への集中的な取組強化や、ICTを活
用した相談機能の拡充などにより、自殺対策の更なる推進を
図る。

戦略会議評価

要改善

未来

保健

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局
実績値
（R1）

達成率

工程（年度別事業計画）

　 新型コロナウイルス感染症の影響による離職等により、生活
保護申請の増加が見込まれている。
 　この方たちは、申請前は働いており、働くことができる者がい
る世帯として整理されることから、「その他世帯」の割合が高ま
ることも想定される。
　一方、生活保護になる前の段階で支援を行う、生活困窮者自
立支援事業においては、相談が増加することが考えられる。
　このことから、生活保護になる前に支援を行い、早期に自立
を促すことは重要との考えの下、自立相談支援機関における
対象者に係る「自立支援プランの策定」を新しく目標として支援
を実施していく。

保健

保健

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

主要施策：２ ひとに寄り添い支える体制づくり

1



ターゲット３　「発展とくしま・革新創造」の実装　

【重点戦略４】

世界スタンダード！徳島未来教育の創造

主要事業

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

判定
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

408 3-4-3 159

● すべての学校・園に学力向上検討委員会を設置し、学力向
上推進員を中心に児童生徒の学力向上を図るとともに、各
学校の取組みを情報発信します。＜教育＞

全国
平均
正答率
以上

C

● すべての学校・園に学力向上検討委員会を設置し、学力向
上推進員を中心に児童生徒の学力向上を図るとともに、各
学校の取組みを情報発信します。また，ICTを十分に活用し
た授業改善を行い，個別最適化された学びを実現します。
＜教育＞

　○「全国学力・学習状況調査」における
　　県平均正答率
　　　('19) ～('22) 調査で対象となっている
　　　　国語・算数（数学）で全国平均正答率以上

全国
平均
正答率
以下

0%

409 3-4-3 159

● 子どもの読書活動推進計画に基づき、子どもの主体的な読
書活動を促すために、書評合戦（ビブリオバトル）を校種
別に実施し、読書の喜びを体感させるとともに、学校図書
館と家庭・地域及び各市町立図書館との連携、地域の図書
館ボランティアの活用など読書環境の整備強化を図りま
す。＜教育＞

推進

A

　○一日10分以上読書（新聞等を含む）をする
　　児童生徒の割合
　　小5 ('17) 89％→('22) 94％
　　中2 ('17) 79％→('22) 89％

91%
86%

92%
87%

93%
88%

94%
89%

91%

81%
97%

410 3-4-3 159

● 子どもの学習意欲や確かな学力の向上につなげるととも
に、中学生の主体的な進路選択に資するよう、公立高校普
通科の通学区域制の在り方を見直します。＜教育＞

推進
A

　○普通科高校の通学区域制の在り方の見直し
　　　('19) 見直し・('20) 一部先行実施・('21) 実施 見直し 100%

411 3-4-3 159

● 県立夜間中学を設置することにより、学び直しを必要とす
る者や外国籍の者など学校における就学の機会の提供を希
望する者に対し義務教育の段階における普通教育に相当す
る教育の機会の確保を図ります。（再掲）＜教育＞

推進

－

　○全国初の県立夜間中学の開校
　　　('21) 開校 － －

412 3-4-3 159

● 「徳島県幼児教育振興アクションプランⅢ」により、幼児
の生活の連続性及び発達や学びの連続性を踏まえた幼児教
育の充実を図ります。また、幼稚園・保育所・認定こども
園・家庭・地域・行政等が連携し、幼保合同の教員研修や
行事の実施など総合的な幼児教育の展開を図ります。
＜教育＞

促進

－ 教育

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

実績値
（R1）

達成率

工程（年度別事業計画） 工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要 部局

教育

タブレット等の端末が一人一台導入されるのに伴い，タブレット
等の端末を有効活用して，児童生徒の資質・能力を伸ばしてい
く。端末利用の長所を見極めた授業展開や児童生徒の個々の
状況に応じた学習を推進し，学力向上につなげる。

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

戦略会議評価

要改善

教育

教育

教育

主要施策：３ 充実した学びの推進
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ターゲット３　「発展とくしま・革新創造」の実装　

【重点戦略４】

世界スタンダード！徳島未来教育の創造

主要事業

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

判定
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

413 3-4-4 160

● 児童生徒の実態把握をもとに、学校・家庭・地域が連携し
た取組みを実施し、児童生徒の体力向上を図ります。
また、「元気なあわっ子憲章」のもと、子どもたちが健康
について学び、自ら考え、実践できるよう、学校・家庭・
地域・専門機関等が連携して取り組みます。特に、子ども
たちの望ましい生活習慣の定着を図るため、すべての小中
高校で生活習慣改善計画を策定し、実践に取り組むことに
より、肥満予防・肥満対策、生活習慣病予防対策を推進し
ます。さらに、朝食摂取や生活習慣病予防など、発達段階
に応じた望ましい食習慣の形成に向けた取組みとともに、
飲酒・喫煙・薬物乱用に対する正しい知識理解を深め、望
ましい行動選択ができる子どもの育成を目指します。
＜教育＞

推進

C

● 児童生徒の実態把握をもとに、学校・家庭・地域が連携し
た取組みを実施し、児童生徒の体力向上を図ります。
また、「元気なあわっ子憲章」のもと、子どもたちが健康
について学び、自ら考え、実践できるよう、学校・家庭・
地域・専門機関等が連携して取り組みます。特に、子ども
たちの望ましい生活習慣の定着を図るため、すべての小中
高校で生活習慣改善計画を策定し、タブレット端末を活用
した実践に取り組むことにより、肥満予防・肥満対策、生
活習慣病予防対策を推進します。さらに、朝食摂取や生活
習慣病予防など、発達段階に応じた望ましい食習慣の形成
に向けた取組みとともに、飲酒・喫煙・薬物乱用に対する
正しい知識理解を深め、望ましい行動選択ができる子ども
の育成を目指します。＜教育＞

　○「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果に
　　おいて全国平均を上回る種目数
　　　('17) 11種目→('19) ～('22) 毎年17種目 17種目 17種目 17種目 17種目

９種目 52%

　○全ての公立学校児童生徒の学校保健情報を電子化
　　　('17) -→('22) 運用 － －

　○肥満傾向の児童生徒数（小中学校）（再掲）
　　　('17) 4,979人→('22) 2017年度比6％減 1.5%減 3%減 4.5%減 6%減 ８％増 0%

　○小中学校への栄養教諭の配置人数（再掲）
　　　('17) 57人→('22) 64人 61人 62人 63人 64人 61人 100%

　○栄養教諭・学校栄養職員による食に関する授業を
　　半分以上の学年で実施する小･中学校の割合
　　　('17) 100％→('19) ～('22) 100％
  

100% 100% 100% 100%
94% 93%

　○薬物乱用防止教室を開催する中・高等学校の割合
　　　('17) 100％→('19) ～('22) 100％ 100% 100% 100% 100% 100％ 100%

414 3-4-4 160

● 児童生徒が目標を持って運動に取り組むことができるよ
う、楽しみながら児童生徒の運動習慣の確立を図ります。
＜教育＞

推進 A

　○小・中学生のＩＣＴを活用した手軽にできる
　　運動のランキング判定システムの参加グループ数
　　　('17) 3,535グループ→('22) 4,000グループ 3,700

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
3,800
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

3,900
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

4,000
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

3,885
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

100%

415 3-4-4 160

● 牟岐少年自然の家を活用し、地域住民の参画を得て、地域
の自然や文化活動を活かした自然体験、交流体験、食育等
を推進します。＜教育＞

推進
A

　○牟岐少年自然の家を拠点とし、地元住民との交流を
　　含む自然体験・交流体験等への参加者数
　　　('17) 800人→('19) ～('22) 年間900人 900人 900人 900人 900人

857人 95%

416 3-4-4 160

● 道徳教育の充実に引き続き取り組むとともに、家族と一緒
に話し合うなど家庭や地域と連携して道徳教育を推進しま
す。＜教育＞

推進
－ 教育

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

実績値
（R1）

工程（年度別事業計画）

（改善見直し案）
主要事業の概要・数値目標

部局

工程（年度別事業計画）

改善見直しの理由及び概要

タブレット等の端末が一人一台導入されるのに伴い，タブレット
等の端末を有効活用した生活習慣改善への取組みを実施す
る。

達成率

教育

教育

教育

戦略会議評価

要改善
主要施策：４ 豊かな心と健やかな体の育成

3



ターゲット４　「躍動とくしま・感動宝島」の実装　

【重点戦略２】

世界へ飛躍！「スポーツ王国とくしま」新次元の進化

主要事業

位置
づけ

該当頁
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

判定
2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

482 4-2-2 175

● 本県の競技力向上を図るため、ジュニア期から優れた素質を
有する競技者を発掘し、トップレベルの競技者へと育てる
「一貫指導システム」の構築と「トップ指導者の養成」に努
めるとともに、企業や大学等のスポーツ選手強化・育成事業
への支援や、元オリンピック選手等による講習会やセミナー
の開催等により、未来のトップアスリートの育成や県内選手
の強化に取り組みます。＜未来＞

推進

C

● 本県の競技力向上を図るため、団体競技の強化や「お家
芸」の復活、優秀な選手・指導者の確保、接戦を勝ち抜く
サポート体制の構築、本大会を想定した競技備品の整備な
ど、抜本的な対策を戦略的かつ重点的に展開します。さら
に、関係機関・団体により構成される「徳島県国体飛躍対
策本部」を立ち上げ、当対策本部を中心として、有効な対
策をタイムリーに実施します。＜未来＞

　○国民体育大会天皇杯順位
　　　('17) 46位→('19) ～('22) 毎年30位台 30位台 30位台 30位台 30位台 47位 0%

　○元オリンピック選手等によるジュニア選手の指導
　　　('19) ～('22) 実施 実施 100%

483 4-2-2 175

● 2022年に四国で開催する全国高校総体に向け、各競技団体
と連携しながら、有力競技の集中強化やお家芸競技の創出に
取り組み、国際大会や全国大会等で活躍するトップアスリー
トの育成・強化を図ります。
また、早い段階での有力選手の発掘・育成を進めるため、活
躍が期待できる競技を選考した上で中学校段階での指導体制
強化を図ります。＜教育＞

推進

C

● 2022年に四国で開催する全国高校総体に向け、各競技団体
と連携しながら、有力競技の集中強化やお家芸競技の創出に
取り組み、科学的なトレーニングを実施することにより国際
大会や全国大会等で活躍するトップアスリートの育成・強化
を図ります。
また、早い段階での有力選手の発掘・育成を進めるため、活
躍が期待できる競技を選考した上で、中学校段階での指導者
のスキルアップを図るなど指導体制強化に取り組みます。＜
教育＞

　○全国高等学校総合体育大会等の入賞（団体・個人）数
　　　('17) 47団体・個人→('19) ～('22) 50団体・個人 50団体・

個人
50団体・
個人

50団体・
個人

50団体・
個人

40団体・
個人

80%

　○全国中学校体育大会等の入賞（団体・個人）数
　　　('17) 5団体・個人→('19) ～('22) 13団体・個人

　
13団体・
個人

　
13団体・
個人

　
13団体・
個人

13団体・
個人

７団体・
個人

53%

　○有力中学選手「高校生との合同練習会」の実施
　　　('17) －→('19) ～('22)
　　　　　　　　 「ＮＥＯ徳島トップスポーツ校」で
　　　　　　　　100％実施

100% 100% 100% 100% 100% 100%

484 4-2-2 176

● 全国高校総体や国民体育大会において上位入賞を目指す高校
生トップアスリートを育成するため、全国大会上位成績の他
県強豪チームを招待し、交流試合等を実施します。トップレ
ベルの競技力を体感することにより、チームや個人の競技力
向上を推進するとともに、指導者の育成を図ります。＜教育
＞

推進

－ 教育

485 4-2-2 176

● スポーツ拠点校である鳴門渦潮高校の「スポーツ科学科」の
充実した施設・設備を活用し、より高度で質の高いスポーツ
教育を行い、本県スポーツ科学の普及・振興を図ります。＜
教育＞

推進
－ 教育

486 4-2-2 176

● 世界で活躍する徳島アスリートの育成強化と、「ワールドマ
スターズゲームズ2021関西」の地元機運醸成および出場機
会の創出を図るため、地元小学生等を対象にした「サーフィ
ンスクール」を開催するほか、トップアスリートによる実技
講習を開催します。
＜南部＞

開発 推進

Ａ

　○小学生を対象にしたサーフィンスクールの
　　実施回数（累計）
　　　('17) －→('22) 5回

2回 3回 4回 5回 2回 100%

　○トップアスリートによる実技講習の実施（累計）
　　　('17) 1回→('22) 6回 3回 4回 5回 6回 3回 100%

未来

教育

南部

実績値
（R1）

達成率

工程（年度別事業計画）

戦略会議評価

要改善

改善見直しの理由及び概要
（改善見直し案）

主要事業の概要・数値目標

工程（年度別事業計画）

部局

「国体天皇杯３０位台」の実現に向け、関係機関・団体が一丸と
なり、抜本的な対策を戦略的かつ重点的に展開する。

競技力向上・選手育成に当たっては、「日々の食生活や栄養指
導」及び「メンタル強化」なども含めた、科学的なトレーニングを
実施する必要がある。
また、中学校における競技力の向上は、指導者の技量によると
ころが大きいため、指導者のスキルアップを図る必要がある。

番号

行動計画
該当箇所

（現　行）
主要事業の概要・数値目標

主要施策：２ 徳島アスリートの育成強化

4


